
地域ケア推進会議（入口・出口支援意見交換まとめ）出口支援

メンタルサポート 身体機能回復 継続意欲 生活習慣化 居場所・環境　 目標・つながり

楽しいという心理が働かなかった 身体機能回復の実感が持てない
家族や仲間の協力が継続の助けにつなが
る

生活習慣化の未達、この先の見通しが見え
ないまま短期集中プログラム終了となるこ
とが不安につながっている

環境に馴染めなかった
「写真を撮りに出かけられるようになりた
い」など具体的な目標設定があるとよい

精神的満足感が得られなかった
身体機能回復データや取組成果の見える
化ができると励みにつながる

新しい知識の習得や気づきがあると継続
の意欲につながる

習慣化までのアフターフォローの仕組みが
不足

居場所が見つけられなかった やりがいが見いだせない

続ける気持ちになれない 表彰制度があると継続意欲につながる 習慣化するための具体的提案が不十分
孤立させない、一人にさせないことが何よ
り大事

やることが明確化されていない、わからな
い

自信・意欲を持たせる支援が継続につなが
る

一人ひとりの好きなこと、やりたいことが
見つかる魅力定なリエイブルメントメ
ニューの提示

特に独居の場合には食事リズムや栄養バ
ランスが崩れがち

地域への関心が薄い
支える側から少しでも支える側への役割が
得られるとよい

その人の思いを十分に引き出した上での
個別的支援プログラム設定が重要

プログラムが医療・健康分野に偏りがあり
つまらない

個別ではなく、レベルの合う仲間同士少人
数性で卒業後の一緒にグループ活動でき
るとその後の活動継続につながりやすい

フレイル状態になる以前の地域全体へのア
プローチが必要なのではないか

サポーター人数の不足
短期集中プログラムスタート時から卒業後
を想定したチーム編成や意識啓発をするこ
とで活動の習慣化を目指す

卒業後も専門職に相談できる機会や場の
提供があると継続意欲につながる

～　自　分　の　力　で　自　分　ら　し　い　暮　ら　し　を　続　け　ら　れ　る　人　を　増　や　す　た　め　、　地　域　、　行　政　、　私　（　た　ち　）　が　で　き　る　こ　と　～
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再自立した人が健康な状態を維持し続けるための課題
心と身体機能の変化 継続・習慣化 役割・仲間の再獲得
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自分の気持ちを

表出できる場を

つくる

元気な人、フレイ

ル、障害、認知、

家族など、すべ

ての人がそれぞ

れの意見を反映

した相談機関等

のマップづくりを

する

外出する目的と

なるコミュニティ

の場をつくる

ラジオ体操

参加者同士の交

流、語らいの場

継続することの

価値感

通所C卒業後も継

続して運動できる

施設がほしい

自立後の生活支

援の輪がででき

るとよい

心身機能、楽し

み、役割の何が

欠如しているの

か専門職が評価

自分の体調を表

出できる場を見

つける

地域のサポー

ター人財の育成

をする

シームレスなリ

ハビリ（通所Ｃを

卒業しても途切

れることなく継

続できる）

一緒にプログラ

ムを受けた人同

士で継続、習慣

化を助け合う、

自助グループ

(ピアサポート）

継続。習慣化、

小さな行動、小

さな変化の積み

重ね、継続する

ことの価値

導入時の本人と

の合意形成

焦らずじっくり取

り組む

母子手帳の高齢

者版（心身機能、

健康状態等の記

録）

気軽に通所Cに

行っていたよう

なリハビリを継

続できるような

環境づくり。場を

しては小学校や

公園等の既存の

場の活用。

仕事のあっせん

を基幹型包括と

して運営

てくポデータ連

携支援

てくポにカルテ

化+ポータル化

やりがい、役割、

社会参加、見学、

不安の解消

市民センターで

派手に宴席を催

す

孤立感をなくすよ

う地域で支える

アフターフォロー、

グループ活動、

次のステップへ

地区別軽運動会

男性の外出を促

すことを目的に

特化したプログ

ラムを組む

再見学、一日体

験、馴染める居

場所づくり

3か月、6か月

12か月の終了

後の評価を専門

職がする

ポイント付与、修

了証を渡すなど

プログラム内容

を魅力あるもの

に設定する

外食による外出

サポート

卒業後に自立し

た状態を継続す

るには仲間同士

でお互いに褒め

合う、励まし合う

といった助け合

いが必要

改善できたこと

の見える化(項

目・データ）

フレイルになった

原因を本人と一

緒に探る

本人

心身機能の回復

データの提示・

丁寧な説明、確

認、評価

本人の希望・要

望プログラムに

設定する

通所Cなどサー

ビスを卒業した

人を活動の場を

マッチングする

仕組み（てくポと

の連携は）

現在、てくポユー

ザーはは要介護

にない方である

が、将来、要介

護となり支援が

必要となったと

きに支援の面で

もてくポを二段

階で有効活用で

きるとよい。

再自立につなが

るプログラムを

社会参加につな

がるプログラム

にする。

居場所、同じ時

期、同じ仲間

通所Cで仲間づ

くりができるよう

な機会をサービ

スのメニューの

中で作れるとよ

い

再自立した人を

リスト化し、通所

卒業後のフォ

ローを容易にす

る

（２）【リハビリ専門職・ＳＣ・包括】
プログラム中からの仲間づくりや地域とのつながりづくり

（5）【民間企業・地域団体・ＳＣ・包括他】
やや体力が落ちている方でも社会参加しやすい場を増やす

（３）【行政・ＳＣ・包括・地域・家族他】
卒業後の継続的な体力維持につながる場の整備

（４）【行政・民間企業・地域団体・ＳＣ・包括】
やや体力が落ちている方への様々な支援

（1）【行政・リハビリ専門職】
プログラムそのものの改善や好事例の共有

資料１ー２ー２

令和５年(2023年)８月18日
八王子市社会福祉審議会
高 齢 者 福 祉 専 門 分 科 会
高 齢 者 福 祉 課


